
7 年越しの恋 いつか想いは形となります〜〜きっかけは竹串を買いに行ったあの日〜〜 

JA 長生フレッシュミズ 川田しのぶ 

それは２０２３年１１月某日夜の２０時の出来事です。「あ。母ちゃん！学校で使う竹串買ってきてー！」小学校２年

の息子からのひと言。子供の『明日の持ち物を突然伝えてくる界隈』は皆様にもご経験がありますか？まあ、当日の朝じゃな

くてよかった。私は仕方なしに車を走らせ近くのドラッグストアへと向かいました。まさか、その出来事が夢の第一歩だったのかも

しれません。 

 私は、２０１５年、千葉県野田市から一宮町へ家族で移住しました。家族と共に豊かな自然とゆとりある時間で生活

がしたい、というのはもちろんなのですが、本当の理由はとにかく海の近く、夫とサーフィン三昧な生活がしたい！それが一番の

目的でした。当時小学校高学年の息子達からは「スノーボードが遠くなった」と言われました。実際に住んでみると本当に自

然豊か、朝には鶯が鳴き、夜には満天の星空に。それは幸せな一宮ライフの始まりでした。そう思ったのも束の間、移住して

知り合いもいない、ママ友もいない、どうしよう。そんな時町の広報誌に「味噌作り体験」の募集が掲載されていました。「母も

昔味噌作りしていたなぁ、よし行ってみよー」人見知りをしない私は初体験の味噌作りにワクワクした気持ちで参加しました。 

 参加者のほとんどが年上のお姉様達でした。皆とても優しく楽しい味噌作りでした。手作り味噌はとても美味しく、家族にも

大好評。２年目も作るぞー！と気合い十分に応募したのですが、人気講座のため先着順で申し込みとなり、中にはせっかく

並んだのに講座に参加できない人もいました。２年目は子供が同学年のママさんも参加していました。「人気講座だからしっ

かり工程覚えないとね」なんてすっかり意気投合しました。そんな賑やかで元気な２人が目立ったのでしょう。「あなたたち、Ｊ

Ａ女性部の活動に入らない？味噌作りも教えるし、短期大学もあるのよ。フレッシュミズがないから作って欲しいわー」とＪＡ

長生女性部長に声をかけられたのです。私たち「非農家」にとってＪＡは農家さんの入るもの、ところで短期大学って？フレ

ミズ？もう、さっぱりわからないけど、毎年抽選に並ばないで味噌作りができるなら素敵じゃない！そんな気持ちの中、ＪＡ

長生女性部に 2人で加入してみました。 

 翌年、相方の佐竹さんの友人も加わりメンバーは４人となりました。部長さんには丁寧に味噌作りも教えていただき、女性



部の活動にも参加させてもらうこととなりました。どうやらこの町ではトマトケチャップを作るらしい。トマトケチャップは買うものとし

か認識のない私にはとても不思議な感覚。そうです。この一宮町は特産物が「トマト」なのでした。 

 トマトケチャップ作りの日、私は衝撃を受けたのです！見たことのない量のトマト、トマト。そしてトマトのいい匂い。真っ赤に

熟したトマトがコンテナいっぱいに、それが何コンテナもあるのです。これら美味しそうなトマトは「規格外」とのことで市場には出

回ることのできなかったトマト。それを丁寧に湯むきし、大鍋で煮る。食べられるものを無駄にしない。その取組みに深く感動し

たことは今でも忘れません。そして私たちも工程を教わり活動を始めました。フレミズ活動はトマトケチャップのサスティナブルな

活動により、一宮町のママさん達に広がり、メンバーは瞬く間に毎年増えていきました。メンバーがチーム名を「ハコカラキッチ

ン」と名づけました。規格外のもったいない野菜の「箱」を美味しく変身させて「キッチン」を彩り豊かにしよう。そんな願いが込

められた愛称です。そして私は、いつの日かこの活動を『トマトプロジェクト』として始動させたい！構想し始めたのは２０１８

年でした。 

 地元のお母さんのような存在の女性部には、規格外の梨で作る「焼肉のたれ」、摘果メロンで作る「メロンの辛子漬」や「メ

ロンのみりん漬」などを教えていただきました。時には、手作りのおやつを差し入れてくださったり、新鮮な野菜をお裾分けしてく

ださったりと、本当に可愛がっていただきました。私たちメンバー全員「非農家」。普段は会社員や介護職員、栄養士、エステ

ティシャン、職人などさまざまな職業に就いています。そして子育てをし、地域の特産物を知り、食を大切にする仲間です。ま

さに「ＪＡをよりどころに、食、農、暮らしに関心を持つ女性達が自主的に集まり、活動する組織」ということを実感できるグル

ープを作り上げることができました。そして２０２４年２月にようやくＪＡ長生フレッシュミズを２７名で新規設立することが

できました。 

 私はここで満足することなく、次なる挑戦へと歩みを進めました。それは『トマトプロジェクト』です。農家さんが丹精込めて育

てたトマトを最後のひと玉まで大切にしたい。ＪＡ女性部が４０年も前から続けている「もったんない」という気持ちでトマト

ケチャップを作り続けていた活動をフレッシュミズとして広めていきたい。でも、私の知恵や能力じゃどうにもならない…そんなこと

をモヤモヤ考えていた私に声をかけてくれたのは竹串を買いに行ったあの日会った友人でした。 「しのぶちゃん、トマトソースで



いきましょう！」そうだ！私がやらなくて誰がやる？そうだ！仲間がいるじゃないか！早速竹串を購入して自宅に戻り夫に宣

言しました。きっとこの２０分間に何が起きたのか驚いたでしょう。夫は挑戦することを笑うことなく、優しく頷き聞いてくれまし

た。その優しさにどれほどの勇気をもらったことでしょう。早速、ハコカラメンバーに声をかけ、２０２４年３月に７人のメンバ

ーで『トマトプロジェクト』は始動しました。 

 ＪＡ長生女性部は、廃棄されてしまうトマトを最後まで無駄にすることなく加工活動を行ってきました。その活動の大切さ

を広げるために私たちができることは、トマト加工を商品化し、農家さんへの感謝や食の大切さを広めることなのです。フード

ロスの数字にも入ることのない市場に出回る前の「規格外野菜」を私たちで価値のあるものにしたいと決心したのです。そして

ＪＡフレミズ活動から事業化を目指すという前例のないことを実現したい、同じような想いを持つ全国の仲間に伝えたい、こ

れが最初のビジョンでした。 

 今まで作ってきたトマトケチャップを参考に、よりトマトの味が引き立てられるように改良を重ねトマトソース「まんまとまと」に

仕上げました。どんなラベルにするのか、食品の検査、事業計画、販売販路など今までに考えたことのない領域にチャレンジ

することはとても充実した時間となりました。仲間と共に一つのものを真剣に創り上げていくことの楽しさが日常をキラキラさせ

てくれるものとなりました。自分 1 人では埋められないパズルをそれぞれの持っているピースで埋めていき、７人の力で大きな

ものとなる。こんな経験は今までにありませんでした。そしてついに、２０２５年２月にＪＡフレッシュミズから誕生した企業

組合『ＴＯＭＡＴＥ ｐｌｕｓ企業組合』が設立しました。 

 農家さんの愛情が詰まったトマトを最後のひと玉まで大切にしたい。見た目や形にとらわれず、新たな価値を届けたいという

願いから「まんまとまと」は誕生しました。この美味しさから生まれる幸せの波が一宮町から全国に広がり、あなたとあなたの大

切な人が笑顔になりますように。 

 最後に、支えてくれた家族の存在が私の原動力でありました。何よりの幸せです。ありがとう。 

 


